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保護者や地域代表、社会教育関係者、校長、教諭、教職員組合関係者、教育行政関係者など１５人からなる２学期制検討委員会で、２学期制の導入の可否と長期休業の弾力的な運用等について、今年４月に白紙の状態から検討を始めました｡

  検討委員会では、２学期制を導入すべきかどうか、もし導入する場合でも、いつから、どのような方法

で導入したらよいかなどについて検討しています。

  この検討委員会は、10月中旬をめどに委員会としての最終意見をまとめ、教育長に報告する予定になっ

ています。


[image: image2]
· 　２学期制検討委員会の議事録や２学期制のメリット・デメリット等を
記載したＱ＆Ａなど、関係資料の情報を長岡市のホームページに掲載し
ましたので、ご覧ください。
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平成１６年９月
長岡市教育委員会
春休み





冬休み





冬休み











夏休み











夏休み





春休み





３月
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１月








12月








11月
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８月








７月








６月








５月








４月





春休み





春休み





秋休み





１学期（７５日）


４／１～７／３１





２学期（７５日）


８／１～１２／３１





３学期（５０日）


１／１～３／３１





１学期（１００日）


夏休みや冬休みなどの日数や開始日・終了日は校長の裁量に任されます。(上図    の部分)





２学期（１００日）














始業式





終業式











始業式











終業式

















終業式











始業式





始業式











3/25～3/31





12/25～1/7





始業式











4/1～4/5





7/25～8/31

















「体育の日」の前後に数日間の秋休みを設けるのが一般的です。





（　）内はおおよその授業日数





　２学期制の導入と長期休業の弾力的な運用は、一つの学期を長期化することによって、子どもたちと教職員に時間的･精神的なゆとりを生み出し、それを学校生活や学習指導、学校行事等に生かしていくことを目的としています｡





（   ）内はおおよその授業日数 





※　上図は、３学期制と２学期制を比較した標準的なパターンです。





長期休業の弾力的な運用


現在、夏休みなどの長期休業の日数、開始日・終了日は一律に定められています。


これを年間の総休業日数の上限を定めた上で校長の裁量によって設定できるようにするものです。


するものです。





※ 上図は、３学期制と２学期制を比較した標準的なパターンです。





２学期制検討委員会





これまでの検討 経過





○　第１回２学期制検討委員会　（４月２８日開催）


　　２学期制検討委員会の設置目的や２学期制の概要について事務局から説明し、今後のスケジュールや協議内容などを検討しました｡


○　第２回２学期制検討委員会　（５月２７日開催）


　　２学期制は、時間的・精神的なゆとりを生み出すか、きめ細かな指導と評価は可能かなどについて意見交換しました｡


○　２学期制・先進地視察（柏崎市）　（７月１日）


２学期制検討委員会の委員と教育委員会の事務局職員が、柏崎市教育委員会と柏崎第一中学校を視察し、２学期制試行の概要とそれまでの経緯などをお聴きしました｡


○　第３回２学期制検討委員会　（７月２３日開催）


　　校長の裁量による長期休業の弾力的な運用について意見交換しました｡








終業式











　長岡市教育委員会では、２学期制の導入について広く市民の意見を聴くため、「２学期制検討委員会」を設置しました。


  この検討委員会では、２学期制の課題や導入の可否などについて論議しています。


  また、４月から２学期制を試行している宮内小学校、南中学校、東北中学校の３校の取組も、検討委員会での検討に生かしていくこととしています。


教育委員会では、この検討結果を踏まえて、10月末をめどに、２学期制を導入するかどうか、また、もし導入する場合には、いつから導入するかなどについて決めることにしています。





ゆとりの確保と豊かな心の育成





基礎・基本の定着と学力の向上





特色ある学校づくり





○　２学期制の検討を契機に、すべての教職員が自校の教育活動を見直すことで、教職員の意識改革と学校改革を推進することができます。





○　３学期制に比べて長い学期の中で、子どもたちが課題にじっくりと向き合うなど、ゆとりのある学校生活を送ることができ、学期の途中に来る長期休業の有効活用を図ることで、学習の連続・発展が可能になります。また、7月や12月に学期のまとめなどの事務がなくなるため、長期休業前の指導や教育相談、進路指導の充実が図られるなど、子どもと教師の触れ合いの時間が確保され、豊かな心の育成につながります。








○　一つの学期が長くなることで、長期的な視点で子どもたちを見つめることができ、学習の達成度などを的確に把握し、きめ細かな指導が可能になります。また、始業式・終業式や長期休業前後の短縮授業が少なくなることから、今より授業時数が確保され、指導の充実と基礎・基本の定着を図ることができ、学力の向上にもつながります。











教職員の意識改革と学校改革








○　２学期制と長期休業の弾力的な運用をセットで導入することで、各学校では、今まで以上にゆとりのある柔軟な教育課程の編成や実施が容易になり、特色ある学校づくりが可能になります。





























終業式











問い合わせ先	長岡市教育委員会学校教育課


℡　０２５８－３９－２２３９


http://www.city.nagaoka.niigata.jp/








